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都筑区の看とりってどうなってるの？都筑区の看とりってどうなってるの？
～どこでどんなふうに生き逝けるのか～～どこでどんなふうに生き逝けるのか～

開催日時 日

聴講方法 横浜市歴史博物館(センター北) または WEB(Zoom)

どちらでも無料で聴講できます 事前予約制 ・ 定員160名

講師 １ 山本 美和
都筑区医師会グリーフケアを考える会
緩和ケア認定看護師
がんセンター、ホスピス緩和ケア病棟、
訪問看護、訪問診療、施設で勤務

みなさんは、自分や自分の大切な人の最期を考えたことがありますか？
最期を迎えるまでには、1人で歩けなくなったり、食べれなくなったり、
オムツになったり・・心身のさまざまな変化が起こります。
これまでと同じように生活していくことが難しくなります。

今回は、都筑区にどんな居場所があるのかをご紹介したいと思います。
自分や大切な人が、最期までどう生き、どこで過ごし、どこで逝けるのか・・
を考えるきっかけになれば幸いです。

講師 ２ 徳永 康一
横浜高齢者グループホーム連絡会会長・高齢者グループホームちとせ管理者

認知症グループホームでの看とりの現状についてお話します。

事前にお申込みのうえご参加ください（締切 2/13(木)まで）

詳しくはこのチラシ裏面もしくはWebページ（ヨコハマつづき健康生活ナビ 
http://www.tsuzuki-med.org）をご覧ください

お問い合わせ 045-910-6582 都筑区在宅医療相談室(一般社団法人 横浜市都筑区医師会 内)

2025年2月16日 14時30分～16時20分

主催：都筑区医師会地域多職種連携協議会 共催：都筑区



⚫ Zoomウェビナーを使用して開催いたします。

⚫ パソコン、スマートフォン、タブレットで聴講していただけます。

⚫ こちらのURL もしくは QRコードから、氏名とメールアドレス、
連絡先電話番号を入力してお申込みください。

⚫ 横浜市歴史博物館（都筑区中川中央1-18-1／センター北駅より徒歩５分）
にて開催いたします。

⚫ 下記のいずれかの方法でお申込みください。

 その際、①氏名・フリガナ、②連絡先電話番号（日中に連絡がつく番号）、
③聴講を希望される方すべての人数、をお書きください。

 【メール】 tsuzukiku@yokohama.kanagawa.med.or.jp

 【はがき】 〒224-0015 横浜市都筑区牛久保西1-23-4

 【F A X】 045 – 911 - 6700
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都筑区の看とりってどうなってるの？
～どこでどんなふうに生き逝けるのか～

2025.2.16 (日) 14:30～ 在宅医療連携拠点事業 市民向け講演会

お申込ＦＡＸ 045-911-6700

フ リ ガ ナ

氏 名

電話番号

聴講希望の人数 全 名

※医療・介護職の方は所属をご記入ください （所属）

※日中に連絡がつく番号をお書きください

申込期限

2/13(木)まで →

開催前日までに
講演会事務局から
連絡がなければ
全員参加できます

ご記入いただいた個人情報は

この講演会の連絡にのみ使用いたします

申込方法
のご案内

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_wuzS5PK6TOW5TjtzkqS0wg
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